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お得な年間パスポート 

庭園のコトが良く
わかる庭園ガイドツ
アーは、毎週土・日
曜日の 11 時・14
時にスタート！ 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１３８号 

 

●小石川後楽園用● 
一般:,1,200 円 

６５歳以上:６００円 
 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 
65 歳以上:2,000 円 

 

七十二候で季節を楽しむ 

文化財ウィークのお知らせ 

 

 太陽が春分点を通過して、再び春分点に戻るまでの

時間は 365.2422 日。この時間を「１太陽年」と呼

ぶそうです。 

 その 1 年を 24 に分けた季節の名称を『二十四節気

(にじゅうしせっき)』と呼び、太陰太陽暦で季節を正 

しく表すために用いられました。春分、夏至、秋分、

冬至などが、それにあたります。昔の人々は、これを

頼りに農作業などを行ったといわれています。 

 その二十四節気の各節気を、さらに３つに分けたも

のが『七十二候(しちじゅうにこう)』。おおよそ５日 

間くらいの日取りが決められています。 

 10 月 13 日～17 日ころが「菊花(きっか)開く(菊の

花が咲きはじめるころ)」、10 月 23 日～27 日ころ

は「霜始めて降る(霜が初めて降りるころ)」など、わか

りやすく身近な表現もあれば、10 月 18 日～22 日こ

ろは「蟋蟀(きりぎりす)戸に在り(キリギリスが、戸口

で鳴くころ)」、10 月 28 日～11 月 1 日ころは、

「霎時施す(しぐれときどきほどこす)(時雨が降るよう

になるころ)」など、普段はあまり見たことも、使うこ

ともないような漢字や、読み方が登場することもあり

ます。 

 みなさまに、季節の移り変わりを、よりお楽しみい

だたけるよう、当園のホームページでは、この七十二

候に因んで、園内の旬な見どころなどを“ひっそり

と”ご紹介しています。お出かけ前に、ぜひ、ご覧く

ださい。 

 

 暑くもなく、寒くもなく、天気の良い日はお出かけ

日和！ほんとうに気持ちの良い季節になりました。 

 芸術の秋、スポーツの秋、食欲の秋、みなさまは、

どんな秋をお過ごしでしょうか？ 

 小石川後楽園の小さな田んぼでも、実りの秋を迎え

無事に稲刈りが終わりました。散策の途中、足を止め

て見上げていただくと、いろいろな木の実もご覧いた

だけます。 

 これからの季節、ご自分のお気に入りの樹を見つけ

ていただくのも、四季折々に当園をお楽しみいただけ

る方法の一つです。実をつけて、紅葉(黄葉)をして、

葉を落とし、春を待つ・・・そんな姿を観察していく

うちに、より親近感が湧き、樹にご自分だけの呼び名

をつけるお客さまもいらっしゃいます。 

 秘密にしたいくらい素敵な秋の過ごし方、この庭園

でも探してみませんか？ 

 
《昨年 10 月下旬 蓬莱島の様子》 

 文化財ウィーク特別企画として、今年も下記の催

しを行います。庭園散策と併せてお楽しみください。 

 

●唐門「パネル展示」(彫刻編) 

 涵徳亭にて、唐門に施された「彫刻」にスポットを

あてたパネル展示を行います。 

 日時：１１月１日(火)～６日(日) 

    ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

 

●「唐門」特別開門、「得仁堂」特別公開 

 普段は閉じられている「唐門」を開門し、お通りい

ただきます。また、「得仁堂」の扉も開き 

内部をご覧いただきます。 

 日時：１１月３日(木・祝) １０時～１５時 

※詳細はホームページやチラシでご案内中です。 

 

 「園内の流れが、すごくきれいだね！」お客さま

から、時々、お声をかけていただきます。 

 この時期は、2 週間に 1 度、庭師たちが、時には

作業ボランティアさんのお力も借りつつ、河床清掃を

行い、石の汚れを落としたり、落ち葉などを取り除い

たりして、美しい水の流れを保っています。 

 「園内の水はどこから来るの？」これも、よく受け

る質問です。 

 江戸時代は、神田上水を引き入れ、その一部が「神

田上水跡」として遺る園内ですが、現在は、雨水と地

下水を取り入れた後、園内バックヤードの浄化施設で

浄化し、さらに循環させています。 

 浄化槽は、植物(主にセリ)の根を使用し、濁りの原

因になる植物プランクトンをろ過する役割を担ってい

ます。地下水を汲み上げる井戸は深さ 120m にあり

一日(約 8 時間稼働)約 480㎥(一般的な家庭の浴槽で

480 杯分)の水を汲み上げています。 

 大堰川の周辺の緩く浅い流れや、竜田川や木曽川、

白糸の滝上流は、川底の小さな石までご覧いただけま

す。残念ながら、水遊びはできませんが、秋色に変わ

りゆく美しい水辺の景色をご堪能ください。 

美しい水辺のヒミツは？ 

 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

